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授賞理由：	 

	 本論文は、近い将来の活動が懸念されている糸魚川－静岡構造線断層帯北部（長さ

60km）全域において、詳細な地形面区分や変位地形の検討を行い、活断層線の詳しい位

置を明らかにした。こうして認定された活断層沿いにおいて、写真測量手法を導入して

人工改変前の地形を復元したうえで、主に上下（鉛直）方向の断層変位量を多くの地点

で算出した。とくに低位段丘面群（L1〜L3 面）に注目して、それら各地形面の形成年

代、平均変位速度の分布、1 回の地震時の鉛直変位量分布、さらにネットスリップ量分

布などの推定に基づき、モーメントマグニチュードを求めている。このように著者らの

作業で取得した膨大なデータをもとに評価された地震規模予測や変位パターン予測は

説得力がある。このグループによる同断層帯沿いの変動地形に関する詳しい成果はすで

に一連の論文で公表され、その多くは活断層研究（澤ほか,	 2006；松多ほか,	 2006 な

ど）に掲載されてきたが、これらの総まとめ的な論文として高く評価できる。よって、

2011 年度日本活断層学会の論文賞を授与する。	 


